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（１）岡山県地域医療構想調整会議について

●岡山県地域医療構想調整会議の概要

１ 根拠法令

医療法（昭和２３年法律第２０５号）第３０条の１４

２ 委員

１１名

３ 会の構成・開催回数

年２回（２月、８月に開催予定、各２時間程度）

４ 協議内容

（１）各構想区域における地域医療構想調整会議の運用に関すること。

（２）各構想区域における地域医療構想調整会議の議論の進捗状況に関すること。

（３）各構想区域における地域医療構想調整会議の抱える課題解決に関すること。

（４）病床機能報告等から得られるデータの分析に関すること。

（５）構想区域を超えた広域での調整が必要な事項に関すること。

（６）その他地域医療構想の達成に必要な事項に関すること。

５ 任期

平成３０年１２月２１日から令和２年２月２９日まで
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●地域医療構想の達成への取組

Ｓｔｅｐ１ 医療機能の見える化

平成26年度から医療法（昭和23年法律第205号）第30条の13に基づく病床機能報告が
開始されており、医療機能を有床医療機関が自主的に報告する。

Ｓｔｅｐ２ 将来の医療ニーズの推計

平成25年度の医療需要をベースに平成37年の医療需要を推計した。

Ｓｔｅｐ３ 有床医療機関の選択

「医療機能の見える化」「将来の医療ニーズの推計」を踏まえ、地域医療構想調整会議等
を通じて、有床医療機関自らが、地域においてどのような役割を担うのか選択する。

（２）地域医療構想に係る岡山県の現状と今後について

・人口減少
・高齢化

（確実な未来）

・医療需要の変化
・必要な医療機能の変化

（ほぼ確実な未来）

地域医療を維持する
ための方策を検討

●地域医療構想の背景
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●岡山県の現状と今後

・県南部と県北部では、状況が異なる点が多い。

項目 県南部 県北部

必要病床数と比較した許可病床数
の状況(2019.４.1時点) （表①）

３，２５３床過剰
（１５．５％過剰）

１，０４２床過剰
（２９．８％過剰）

医療機能（H30病床機能報告）
（2018.7.1時点） （表②）

回復期の不足が縮小 回復期の不足が縮小

必要病床数 （グラフ①）
（2013年と2040年の比較）

増加 減少

人口 （グラフ②）
（2015年と2045年の比較）

減少 大きく減少

高齢化率 （グラフ③）
（2015年と2045年の比較）

進行・高い 進行・非常に高い

高齢者数 （グラフ④）
（2015年と2045年の比較）

増加 減少

病床利用率（一般） （グラフ⑤、⑥）
（H16(2004）からの経年変化）

直近は増加 直近は増加

病床利用率（療養） （グラフ⑦、⑧）
（H16(2004）からの経年変化）

直近は増加 直近は減少
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地域 2017年 2018年 2025年（見込）

県南 2,633 2,996 3,427 

県北 443 560 680 

病床機能報告の医療機能（回復期）

許可病床と比較した必要病床の状況

表②

表①（単位：床）
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（単位：床）

H37(2025)

②

8,756 9,478 9,485 ▲ 2,616 21.6%

7,593 8,237 8,092 ▲ 637 7.2%

16,349 17,715 17,577 ▲ 3,253 15.5%

570 466 428 ▲ 330 41.5%

524 463 426 ▲ 191 29.2%

1,743 1,530 1,441 ▲ 521 25.4%

2,837 2,459 2,295 ▲ 1,042 29.8%

19,186 20,174 19,872 ▲ 4,295 17.6%

真庭 654

津山・英田 2,051

計 24,469

3,501県北小計

県南東部 12,094

県南西部 8,874

高梁・新見 796

20,968県南小計

構想区域

平成31（2019）年
4月1日現在の
許可病床数

①

必要病床数推計
［地域医療構想策定支援ツールから］

過剰
②-①

1-(②/①)

H25(2013) H52(2040）
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グラフ① グラフ②

『日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）』より作成『地域医療構想策定支援ツール』より作成
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グラフ③ グラフ④

『日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）』より作成
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グラフ⑤

『病院報告』より作成

（％）

グラフ⑥
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『病院報告』より作成

グラフ⑦

（％）

グラフ⑧
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『患者調査』より作成

（参考）
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議題（４）
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議題（４）（３）
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議題（４）
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議題（４）
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議題（４）
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岡山県外来医療に係る医療提供体制計画（仮称）の策定作業

• 「岡山県外来医療に係る医療提供体制計画」（仮称）は、岡山県保健医療計
画の一部として策定する。

• 計画策定に当たっては、「おかやま県民提案制度（パブリック・コメント）」によ
り、その内容を県民に公表し、意見を求める。

• 令和2年3月に開催予定の岡山県医療審議会に報告し、承認を得る。
• 策定スケジュールのイメージは次のとおり。
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議題（４）
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議題（５）（４）
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議題（５）
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議題（５）
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議題（５）
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議題（５）
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議題（５）
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（５）平成３０年度の取組について

・ 各構想区域での地域医療構想調整会議の開催状況について

・ 具体的対応方針の取りまとめ状況について

状況 医療機関 割合 備考

合意 39  13.0% 主に公立・公的医療機関

未議論 159 53.0%
主に県南東部、真庭、津山・英田圏域のその
他の医療機関

議論中 102 34.0%
主に県南西部、高梁・新見圏域のその他の
医療機関

計 300 100.0%

・ 非稼働病棟の検討状況について

状況 医療機関 割合 備考

議論終了 20 54.1% （内訳）廃止5、再稼働15

未議論 2 5.4%

議論中 15 40.5%

計 37 100.0%

議題（６）
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（６）令和元年度の取組状況について

① 各圏域の地域医療構想調整会議の開催

今年度の開催状況については、これまでに県南東部を除く各圏域において第１回調整会議

を開催した。

今後、各圏域とも年度内に４回以上の開催が予定されている。

② 岡山県外来医療に係る医療提供体制計画（仮称）については、各圏域の地域医療構想調

整会議において、求められる外来医療機能と医療機器の共同利用の方針について議論を行

い、計画の策定を行う。

③ 国が行う医療機関の診療実績データ分析を踏まえて、「代替可能性がある」または「診療実

績が少ない」と位置づけられた公立・公的医療機関等に対して、当該医療機能の他の医療

機関への統合や他の病院との再編統合について、各圏域の地域医療構想調整会議におい

て議論を行う。

④ 具体的対応方針については、すべての有床医療機関において作成する必要があるため、

公立・公的以外の医療機関については、各圏域の地域医療構想調整会議において柔軟な

対応により効率的に作成を進めていく。

議題（６）


